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American Society of Human Genetics Annual Meeting 2023 でのポスター発表の様子
学会開催中に学会誌にて主著論文が出版となり、手応えを感じる発表となりました。
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1.研究の様子

昨年までの論文発表では、主に大学院時代の研究成果に基づくことが多かったですが、よう

やくポスドクになって始めた研究成果が論文として出版されるようになりました。新しい環境での成果

が目に見える形になってまとまり、ほっとしています。前回の報告書の提出以降、下記の論文が出版

となりました。

● Power of inclusion: Enhancing polygenic prediction with admixed individuals.
Y. Tanigawa†, M. Kellis†. Am J Hum Genet. 110, 1888-1902 (2023).

● Human microglial state dynamics in Alzheimer's disease progression.
N. Sun*, M. B. Victor*, Y. P. Park, X. Xiong, A. N. Scannail, N. Leary, S. Prosper, S. Viswanathan, X.
Luna, C. A. Boix, B. T. James, Y. Tanigawa, K. Galani, H. Mathys, X. Jiang, A. P. Ng, D. A. Bennett,
L.-H. Tsai, M. Kellis. Cell. 186(20), 4386-4403 (2023).

● A second update on mapping the human genetic architecture of COVID-19.
The COVID-19 Host Genetics Initiative. Nature. 621(7977), E7–E26 (2023).

この中でも、“Power of inclusion”論文は、私が第一著者として研究の立案・実行を行い、ポスドクア
ドバイザーの Kellis先生のアドバイスをもとにまとめたもので、Inclusive PolyGenic Score (iPGS) と
いう手法を提案したものになります。予算の獲得や、研究リソースの確保以外のほぼ全ての側面に

主体的に関わったプロジェクトとなり、無事に出版された際は感慨深いものがありました。この論文

の研究発表については、次項でもう少し詳しく説明します。

私たちの “Power of inclusion”論文は、アメリカ人類遺伝学会の刊行する the American Journal of
Human Geneticsにて出版された (左)ほか、アメリカ人類遺伝学会のウェブサイトにも著者インタ

ビューが掲載され (中央)、さらに、MIT Newsにも取り上げられました (右) 。
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2. Inclusive PolyGenic Score (iPGS)に関する論文発表

私が研究している計算生物学・統計遺伝学は、ゲノム DNAや疾患・非疾患形質などのデー
タを蒐集し、その間の関係性を評価する学問です。様々な応用範囲の一つとして、個人の遺伝情報

をもとに、疾患の罹患リスクや非疾患形質を予測する「ポリジェニック予測モデル」とよばれる技術が

あります。本来であれば、人類集団の多くの人々にとって、同様に有用である予測モデルを構築する

ことができれば良いのですが、現状ではヨーロッパ系の祖先集団と、それ以外の祖先集団におい

て、予測精度に大きな差があることが知られています。

これまでにも、予測精度の差を埋めるための多くの研究が行われてきましたが、複数の祖先

集団にルーツを持つミックスの人々にも適用可能な統計解析技術に関しては、研究が比較的遅れて

います。私たちは、このミックスの人々にも適用可能なインクルーシブ・ポリジェニック・スコア（iPGS）
という手法を開発し、提案手法の優位性を、英国 UK Biobankのデータ・セットの解析により実証し
ました。

近年、さまざまな文脈で、ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン（DE&I）という言葉を
耳にするようになりました。人類遺伝学の研究の現場も、このような現代の社会課題とは無縁ではあ

りません。実際、生物統計学・人類遺伝学の歴史には、優生学・優生思想との少なからぬ関わりが

あることは良く知られています。現代においても、研究者は「どのような研究課題を選択し研究する

か」を通じて、社会にインパクトを与えうる存在です。今後の研究活動においても、自身の専門性をう

まく活かして社会に価値を還元することで、科学者としての社会的責任を果たすことができるように

努力したいと思います。

3.学会への参加やセミナー発表

対面での学会活動や、 Zoom などオンライン・システムを用いたセミナー発表には、引き続き
積極的に参加するようにしています。前回の報告書の提出以降に、下記のような発表の機会をいた

だき、多くの有用なフィードバックを得ることができました。

● Invited Seminar. Multi-ancestry and multi-phenotype integration for increasing power in polygenic
prediction. Systems Cardiology Group Research Seminar, Department of Cardiovascular Medicine.
the University of Tokyo Hospital. Zoom (Tokyo, Japan). 2023/11/21

● Invited Seminar. Power of inclusion: Enhancing polygenic prediction with admixed individuals.
Western Bioinformatics Research Seminar. Western University. Zoom (Ontario, Canada). 2023/11/10

● Poster presentation. Power of inclusion: Enhancing polygenic prediction with admixed individuals. .
American Society of Human Genetics Annual Meeting 2023. Washington DC. 2023/11/4

● Invited Talk. Single-cell transcriptional hallmarks and individual subtyping for Alzheimer’s disease
across 427 subjects. Disease Genome Session. The 14th International Workshop on Advanced
Genomics. Tokyo, Japan. 2023/10/5

● Invited Seminar. Computational Genomics for Precision Medicine: Disease Subtypes, Polygenic
Modeling, and Therapeutics. Department of Degenerative Neurological Diseases. National Institute of
Neuroscience, National Center of Neurology and Psychiatry. Tokyo, Japan. 2023/10/3

● Invited Talk. Transcriptional hallmarks and individual subtyping for Alzheimer’s disease from
single-cell genomic profiling across 427 Subjects. The 46th Annual Meeting of the Japan
Neuroscience Society. 2023/8/4
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国際ゲノム会議 (The 14th International Workshop on Advanced Genomics, 14AGW) @東京

にてオーガナイザーの先生方や、セッションの発表者たちと、交流する機会に恵まれました

4.教育活動

引き続き、教育活動にも携わっています。今期は、MIT での授業 “20231031 MIT
6.8700/6.8701 Advanced Computational Biology” というクラスでの講義の一コマを、ポスドク二人
で担当しました。また、Harvard大学の修士の学生1人、MITの学部生2人、高校生1人をメンターし
て、それぞれ研究プロジェクトを進めてもらっています。学生同士が交互に教えあったり、トラブル

シューティングを手伝ったりと、良いチームとしての特徴が出てきています。モチベーションの高い学

生の研究活動を助けるのは、こちらも楽しいです。

5.生活の様子

運動にも引き続き取り組んでいます。10月にはボルチモアにて人生初のフルマラソンに挑戦
し、無事に完走しました。小雨の降る天気で、日本出張後の時差ボケも抜けず、ベストとは言い難い

コンディションでしたが、無事に完走できて良かったです。ボルチモア動物園や Johns Hopkins
University など、観光名所を巡るコースで、良い気分転換になりました。
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Baltimore Running Festival 2023 では、フルマラソンのコースの途中で動物園を通過し、
ペンギンと記念撮影することができました

学位取得という出口が明確な大学院博士課程とは異なり、ポスドクは各個人が出口戦略を

持っていることが大切だと思います。自身の “postdoc exit plan”が充分なものなのか、時たま不安
になることもありますが、しっかり研究経験・成果を積むという基本に立ち返り、頑張りたいと思いま

す。さまざまな形での周囲からのサポートにより、十分に恵まれた環境にいることに感謝しています。

今後も、心身の健康を保ちながら、研究活動を進めていきたいと思います。
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